
富士大生 学術議演会に参〕D 学生フォーラムで活発に意見発表

1 1月2 3 8 ～2 5 日 秋田県立大学において日本福祉工学会第司司回組会 宇術講演会が

開催された 本学からJ 山ヽ日学長をはじめ教員10 名学生1 6 名な 研究発表 学生フォ
ー

ラム 交流含 視霞研修会などに参加した 石日豊 高橋柴幸ゼミ2 クラスは学外躍業と

して出席し研修を深めた

近代望肇め会場 秋田県立大学 (瓢日卓白利本械市)

口 「日本福祉工学会秋田大会学生ワ方―ラム」 会場 !秋田県立吉慶少年自繁の家

富士六宇  秋田県立大学  中京大学の学生神4 0 名がテーマ 「学生と地域を結ぶ福祉

活動J について活発なディスカッシヨンを展開した

~ ・
● ブログラム Ⅲ ティスカリシヨン

テーマ 「学生こ地日をおS 福祉着勧～学生の損点から～」

ティスカッションは 5 つのグルージにおかれて 学生の視点から

地壊の幅ll 着勁の実困や活動の充実を図る工夫などについて■極的に

意見交胆が行われた

店水みゆきさん (富士大争4 年金子ゼミ 学生套員) 等 ま 「富士

大学の幅ll 関連科目やボランティア実習なして 地理に出かけて福祉

分野のホランティア活動をほ壊している このようなに顧は計画的に

できるrr 日常的に身の回りにあるJ さヽな福祉的ニ
ーズに対応してい

くことこそ大事である J と 一人一人の縞社に対する気持ちの高ま

りについて指おし 「福祉活動とはS ■あうこと 中学緒や高害学校

では強rl的に活動を経験してきたが るれあ,Wよけといの通い台いが

なければしH, ない このようなされあいを荒うには 学生自ヨが活動

の機会をつくつていかなければならなしヽ J と行動力のu 要を訴えた

0  フログラ 2 説騒 「碑吾者ににしいまうづくりJ

講師 正合員 喜= 大学 高臨業章叡捜

結姦を受けた福口紡 (富士大 1 年石日ゼミ 学生会畠) は 「ゼミ

読支てユニバーサルテサインについて研究している 語寝の内宮は

研究のストライクツーンとも言うべきものであリ ーつ一つ田きのが

すまいと8 , てメモした J t 窓想を語した

鶴ヨ風景



口 「日本福祉工学会学術議演会 ―機講演J  会場 :秋田県立大学

宇術講演会に会民約14 0 名が参加した 
一般講演はオーガすイズドセッション シェ

ネラルセッションで合計5 7 件の研究発表が行われた 本字数員の研究発表に多加学生の

間b が集まり 首段の授業で十ま見られない研究者の委 E ふれた学生産は 「大学での勉強

の姿碧を見直す契機|こなつたJ と感想を話していた
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| をだ胃鱒覇酬挑譜鏑誰胡鑑拶
今大会初めてまP されたオーカティアドセッションちらJ支慢数育Πて

完表した 現行学雪指導車領の基準の意" t 学校現場の取り組みの現

状を軒告し FR吉充実の力ちについて C A Lビンアテム導入め可能性

を示唆しま加言のと目をさすた セッションには石□ 高格ゼミめ■

= 三■号が多留H 「t/●

● シェネラルセッションては こ子賢―准訳増す いR臨筋筋臼図の

離叡, こ―フレット= 擦を用いた崎怠性瞬自の同定に関する研究J を

実ました セッションには力は よ―召 (金子ゼミ3 =  学生合目) 与

が出馬した このほか 「13 11 行国 福祉サービスJ 分野 「三年計測

生体幅抑 お野章のセッションにヽ出席し 印″いに発表をいいた

口 「交流会J  会場
ヽ

:本産グラントホテル

● JⅢl印字長先生を国0 学よ勤 l古

● 自ヨ摩母【邸とする百預おお 招桐 「言め享含J 全国の湾こ業

昂で切めて有穂寝E 拘加工資品工, の召定を質け 嶺評= て7 濠編金

芸受■の栄きに揮く伝拓の担造とを聞く 〃田県立大ツとの芭字達に

て新しい湾を開発している 活道の後経言がu 梨大学工学百[大学匠て

茶摩工学を喜攻したことが市夢になり F己情に芸る見学となった

0  本字ダ■ , ■害は= 市= にヨ加 して , " ―ラムやヨ" 語頂な

ど大= の成功を打えうい 六ミ真イラテ鼻宗を担当した自= 大学t  Flロ

県立大学の力にビ引した 富士末宇と秘口県= 大学0 学生間の交流も

本ま,  フォーラムのティスカッションO HFきがはまったり 大学研

究吉章とドけを= おしたりすること ユしい時間を過ごし大= のこ残

を信しれに

コ 「視察研修会」 秋田県由利本達市 薫調酒造→赤日の大仏―天招城

(2 0 7 ′Ⅲ !卸 g i 大学ム親ヨ 卓二崎行ブレス 岳裕毎実 :3)


